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～水害前から水害後の応急処置・復旧まで～～水害前から水害後の応急処置・復旧まで～

私たちは、瀬戸内の
豊かな自然に育まれてきた。

私たちの暮らしには、
川からの恩恵が欠かせない。

そこには、自然がもたらす脅威もある。

怖いけど、忘れて欲しくないから

ここに伝えたい。

私たちは、瀬戸内の
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私たちの暮らしには、
川からの恩恵が欠かせない。

そこには、自然がもたらす脅威もある。

怖いけど、忘れて欲しくないから

ここに伝えたい。
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■高梁川の流域圏

高梁川は県内屈指の流域面積を持つ河川で、源流は鳥取県境付近の中国山

地にあるが、下流域で接続する小田川（支流）と、中流域で接続する成羽川

（支流）も源流は広島県東部や北東部付近にある。

高梁川水系について

高梁川

成羽川

小田川
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■高梁川と支流の関係

岡山の天気が良くても、支流や本流の源流付近で大雨になると高梁川本

体の水量が中流域から一気に増える特性があり、今回の様な豪雨が発生す

れば下流域の小田川で、今後もバックウォーター現象が発生し、越流→破

堤の被害が発生する可能性がある。

バックウォーター現象 越流や破堤上流域で豪雨があると
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■高梁川治水事業

現在、この現象を回避する為の河川付替え工事が進行中

バックウォーター現象

小田川と高梁川の接続部（合流位

置）を約5キロ程度、下流に移して小

田川沿川地域及び倉敷市街地の治

水安全度の向上を図る工事が行わ

れている

国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所ＨＰより引用
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毎日新聞より

平成３０年７月７日
西日本豪雨災害（真備地区）
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末政川
右岸（決壊）

高馬川
右岸・左岸（決壊）

末政川
左岸（決壊）

真谷川
左岸（決壊）

6

末政川
右岸（決壊）

高馬川
右岸・左岸（決壊）

末政川
左岸（決壊）

倉敷市ハザードマップとの合成

ほぼ一致する！
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７月７日 真備庁舎北付近 水深3～4ｍ

小田川

高馬川
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７月７日 真備庁舎北付近 水深3～4ｍ
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７月７日 真備庁舎北付近 水深3～3.5ｍ
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７月７日 真備庁舎北付近 水深3～3.5ｍ

真備支所
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７月７日 真備庁舎北付近 水深3～3.5ｍ
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７月11日 有井付近 水深４ｍ前後 「水面下と水面上の違い
水面下は、泥で一面が灰色の世界になっていた。
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平成３０年７月豪雨における真備地区の状況

（ 7月10日～16日）

■被害建物の状況（主な特徴）

・破堤部近くの状況（地盤や基礎まで大きく被災）

・浸水深度の深い地域（2階まで浸水 5ｍ程度 最大5.4ｍ）

・浸水深度の浅い地域（1階床上まで浸水 1メートル未満）

・伝統的工法（土壁）による住宅が比較的多いこと

・工法に関わらず、築年数によって被災度に大きな開きがある
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「高馬川」右岸決壊場所付近（水流による被害）
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「高馬川」右岸決壊場所付近（水流による被害）
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「高馬川」右岸決壊場所付近（水流による被害）
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「高馬川」右岸決壊場所付近（水流による被害）
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「高馬川」右岸決壊場所付近（水流による被害）
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「高馬川」右岸決壊場所付近（水流による被害）
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「高馬川」右岸決壊場所付近（水流による被害）
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「高馬川」右岸決壊場所付近（水流による被害）
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「高馬川及び小田川」左岸決壊場所付近（洗堀）
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破堤部付近の状況（地盤や基礎の被災）

「高馬川及び小田川」左岸決壊場所付近（洗堀）

水 流

水 流
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ベタ基礎下部の洗堀によって、家の反対側に基礎下の土砂
が大量に運ばれている

「高馬川及び小田川」左岸決壊場所付近（洗堀）

用水路 川ふ
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川ふ

用水路

道路

田んぼ
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破堤部近くの状況（柱状改良杭の露出と浄化槽の浮上がり）

「高馬川及び小田川」左岸決壊場所付近（洗堀）
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浸水深度の深い地域（2階まで浸水 3.5メートル程度）

撮影日7/10 水が引いてから3日後

白カビ等
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浸水深さの浅い地域（１階床上まで浸水 0.9メートル程度）

旧街道（山陽道）沿いで、かつてはこの辺りが町の中心部で
あったが、時代とともに開けた低地に中心部が移動した。

浸水ライン
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浸水ライン 90センチ
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浸水深度の深い地域（2階まで浸水 3.5メートル程度）
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浸水深度の深い地域（2階まで浸水 3.5メートル程度）
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浸水深度の深い地域（2階まで浸水 4メートル程度）

伝統工法の土壁建物の典型的な例 42

浸水深度の深い地域（2階まで浸水 4.5メートル程度）

大壁造の典型的な例 43



曹洞宗源福寺 延徳２年（１４９０）創建

江戸期以降、岡田藩主伊東家の菩提寺として庇護され、
今も歴代藩主の位牌が安置されている。

又、近くを流れる高梁川は度々洪水で大きな被害を出し
ており「明治２６年大洪水供養塔」を昭和４年に建立
（明治２６年大洪水では死者２００余名、３６５戸流出）
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曹洞宗源福寺 度重なる洪水の歴史

明治２６年大洪水では死者２００余名、３６５戸流出
昭和４７年大洪水では３,，５００戸が浸水被害
昭和５１年にも、洪水被害が出ている 位牌堂は無事。
（現在の本堂、庫裡は、昭和51年水害後に建て替え）

明治２６年のライン６～7ｍ

今回のライン３～4ｍ
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７月７日午前５時頃の伝建地区の様子
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７月７日午前５時頃の伝建地区の様子
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被害住宅相談の開始（最初期）

避難所での訪問相談 （倉敷支部独自で）

（問題点）
・昼間は人がいなく、多くの方に広がらない

・現地での対応ではないので、具体的な回答が
出しにくい

・行政との連携が、殆ど出来ない（出来ていない）

・・・等々
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行政と協働での住宅相談会に変更
以下の目標で実施する事に

①岡山県、倉敷市等と連携を取りながら、情報収集を行う
②緊急の水害住宅相談員を養成する

（問題点）

・要請するにはマニュアル的なものが必要

・現地活動での装備の問題（当時既に避難所内で、医

師等の専門家から健康 被害：機能障害等の危険性

がささやかれていた）

・相談員に対し、損保、傷害保険等の加入
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独自のマニュアル作成～相談会
・当時、入手できそうな水害関係の資料を手分けして探す

・いくつかの団体や海外での事例等も見つかり、必要な個
所を中心に、手作りのマニュアルをとりあえず２０部作成

・支部内の有志に呼びかけたところ、１５名程度が集まる

・この初期メンバーを中心に、手作りマニュアルを使って、
相談員養成の勉強会を開催する

・倉敷市役所１階の市民ホールで第一回も相談会を開催
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※ 相談会資料について（初期対応事項等）

今回の水害では、日本建築士会連合会、徳島県建築士会など、日ごろから付
き合いのある建築士会関係をはじめ、社会福祉系ＮＰＯや様々な団体や個人
の皆さまから、初期対応に関する情報を頂き、大変感謝いたしております。

中でも、水害発生後数日で冊子やチラシ、電子データ等の貴重な資料をいち
早くご提供下さいました「震災がつなぐ全国ネットワーク」 様には多大なるご支
援を頂きました。今回の初期対応では、この手引きを中心に相談会を進めてま
いりました。 改めて、感謝申し上げます。
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初期対応について

相談会で使用した手引きです
徳島県建築士会さんの復旧マニュアルで、
引用されていたものと同じものです。
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常葉大学付属社会災害センター様の資料です。こちらも大変参考になりました。
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アメリカ合衆国環境保護庁（UNITED STATES 
ENVIRONMENTAL PROTECTION AGENCY, EPA）
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アメリカ合衆国環境保護庁（UNITED STATES 
ENVIRONMENTAL PROTECTION AGENCY, EPA）
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アメリカ合衆国環境保護庁（UNITED STATES 
ENVIRONMENTAL PROTECTION AGENCY, EPA）

防塵マスク（検定品）日本の場合
DS１～DS３まであるが、ＤＳ２以上
がお勧め
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ＤＳ２以上
の表示の
確認

防塵マスク等
の確認
DS2、DS３
又は
RS２、RS3
を推奨
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事前に現地に入って入手した資料も、大いに役立ちました

下記の泥は初期の頃、消防・警察・自衛隊などの救助隊やボランティアさんを悩ませた真備
の汚泥です。これには、病院、工場、農薬倉庫、ガソリンスタンド等ありとあらゆる都市施設が
一気に水没したため、下水の他に様々な廃棄物（医療廃棄物、工業廃棄物、農薬等の化学物質ほ
か）が混ざり込んでしまいました。洗っても洗っても取れない、非常に厄介な泥でした。
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大壁造の典型的な例

室内の荷物出しや、泥掻き作業をしているところ
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既に解体して洗浄作業をしている現場も参考になりました。
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住宅相談会の実施
・メインの相談会は、倉敷市役所で実施する

・電話相談は、岡山県建築士会本会に専門の電話相談
窓口を設置し、相談員を配置する

・現地相談は二人一組とし、１件当たり平均1時間弱の相
談時間で、事前申し込みの方に限定する

・装備品、保険等は、岡山建築５団体（実施は岡山県建築
士会）の供与品とする事で、相談員個々の負担を軽くする

・範囲は当面、岡山市、倉敷市、総社市、高梁市が対象
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住宅相談会の開催 (水害直後:倉敷市役所)
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住宅相談会の開催（水害後１か月～から半年間）

（倉敷市以外 総社市、高梁市）

総社市役所（市民ロビー） 高梁市役所（１階）
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定期住宅相談会の開催（被災翌年度から）
（毎月、第２土曜日に真備福祉会館（支所に隣接）にて開催）
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住宅相談会スケジュールと相談対応整理表
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相談内容（抜粋）

 土壁の家だが、リフォーム方法は？ 仕事に行くので日中空き家。片付け方法は？

 仮住まいに犬を。解体予定なので新築急ぐ。支援金は、補助金の紹介

 応急措置未対応。どこから手をつけたらいいか。

 保険金なし。活支援窓口知りたい

 工務店多忙対応難。土壁改修しない。応急対応方法

 修繕か建替か。修繕の場合の応急措置、耐震診断。補助金。

 応急修理制度の対象となるか 修理or解体で迷い中。解体等の業者紹介希望。

 リフォームor新築の可否。土砂処理済。

 支援金の受領。解体に係る支援。解体業者の紹介。

 リフォーム希望。カビあり。対処方法

 天井、建具カビ発生。業者に土壁再建の可否。補助金

 床下40cm浸水。市職員が消毒液噴霧。このままでＯＫか

 床フローリング・壁の撤去の要否。

 応急措置済みだが、生臭い。現状で大丈夫か

 建物ジャッキアップ希望。建替か修繕か。耐震性ＯＫか

 壁仕上げ・断熱材・床板撤去済。水洗い済。窓閉め切ったまま。

 １Ｆ床、壁、天井を撤去。耐震診断希望。建替か修繕か

 土壁。床板撤去、泥除去、消石灰散布、土壁存置。修繕可能か

 土壁（ボードも有り）。床・壁の撤去の要否。

 土壁。応急措置済。キッチン、洗面台、風呂が存置。土壁撤去は大丈夫か

 見積依頼済み。床上１ｍでの改修はどの程度か 68

倉敷市社会福祉協議会 真備支え合いセンターと協働で、高齢者、障がい
者などの家庭で未だに被災時とほぼ同じ状況の方々に対し、応急的な範囲
で修理をする仕組み（セルフリペアー）を実施しています。
下の写真はそうした方の一人で、今や修理が楽しみになり大工道具もそ

ろえて自力で家の修繕に取り組まれています。

り災住家長期居住者等へのアドバイス事業（倉敷市社会福祉協議会）

69



災害支援活動全体のまとめ（概略）

 【実施体制】

 発災後ただちに、倉敷支部で約２０名の相談員が養
成及び編成される。

 その後、おかやま建築 5 会まちづくり協議会による「
おかやま水害住宅建築相談窓口」が設置され、改めて
、相談員の追加編成が行われる。（使用テキスト等は倉
敷支部が作成したもの等）

 平成30年７月30日に、被災住宅の建築相談が開始され
、現地相談（電話相談時に要望がある場合に限定）も同
時に実施された。

 平成 30 年３月 17 日時点で、電話相談 384 件・窓口
相談 229 件・現地相談 155 件に対応。それ以降も倉敷
支部単独で、現地・窓口建築相談等の継続的な活動を
行っている。

 住宅再建、災害公営住宅完成など生活再建が進む反
面、前進できない被災者もまた多い。

 令和２年度より倉敷市被災者見守り支援室・真備支え
合いセンター（社協）と共に、「り災住家等長期居住者ア
ドバイザー事業」開始、被災したままの住宅に住んでい
る人やセルフビルドで修繕を行いながら居住している方
人の住宅を訪問。

 建築的問題点や改善案のアドバイスを行う。「誰一人
取り残さない」という福祉関係者の方々の熱意を感じな
がらの活動であり、建築士にも被災者を見守る協働作
業で出来ることが少なからずあると感じている。
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小冊子の作成

71



現地支援や相談会の記録整理

建物復旧への問題点

（再利用の場合）

・内外部の片づけ

・床（剥がし）、壁の撤去（断熱材）、洗浄（汚泥

の撤去）、乾燥、消毒

（解体・新築の場合）

・解体費用（公費）

・新築プラン（平屋、２階建以上、移転）

・種々の法的問題他

→これらをまとめて、小冊子として発行 72

主なページをご紹介

・まずは、建築場所の特性を知りま
しょう

・過去の災害履歴なども、調べてみる
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・自然の災害には、どのようなものがあるか?
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・ハザードマップ（内水・外水）を確認する
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・避難行動を考えておく
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・マイ・タイムラインなど
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・水害後の対応（水害を受けてしまったら）
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・水害後の対応（片付け、災害ゴミの削減）
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・水害後の対応（建物は、修繕か解体か?）
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・水害後の対応（応急処置のやり方次第で、後々の復旧や災害ゴミ
の削減に大きな差が・・ 床の切り方）
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・水害後の対応（応急処置のやり方次第で、後々の復旧や災害ゴミ
の削減に大きな差が・・ サッシの取り置き）
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・水害後の対応（電気設備や給排水衛生設備は、専門家に!
安易な自己判断は、火災などの２次災害に繋がる）
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・水害後の対応 （電気設備や給排水衛生設備は、専門家に!
安易な自己判断は、火災や水質汚染などの２次災害に繋がる）
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・水害後の対応（大規模リフォームや新築の場合は、水害を考慮した
取り組みを!）
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・水害後の対応（大規模リフォームや新築の場合は、水害を考慮した
取り組みを!）
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・水害後の対応（大規模リフォームや新築の場合は、水害を考慮した
取り組みを!）
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・水害後の対応（様々な情報の収集と活用のために）
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・建物所有者、ボランティアセンターの方々に向けて
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94

現場貼付用シート
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現場貼付用シート
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現場貼付用シート
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